
（単位：％）

全体 (N=1454) 40.4 57.5 2.1

知らない 無回答知っている

（単位：％）

男性 (N=618)

女性 (N=831)

35.4

44.2

62.8

53.5

1.8

2.3

知らない 無回答知っている

 

 

（１）「救急安心センターおおさか」の認知 

 

問２５．あなたは、「救急安心センターおおさか」を知っていますか。（○は１つだけ） 

 

〔図表 5-1 「救急安心センターおおさか」の認知〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【全体の考察】 

「救急安心センターおおさか」の認知をたずねた。「知っている」は40.4％で、「知らない」

の57.5％より17.1ポイント低くなっている。（図表5-1） 

 

 

 

 

〔図表 5-1-1 「救急安心センターおおさか」の認知（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別の考察】 

性別にみると、「知っている」のは『男性』で 35.4％、『女性』で 44.2％で、『女性』の方が 8.8 ポイン

ト認知率が高くなっている。（図表 5-1-1） 

 

５ 救急安心センターについて 



（単位：％）

20歳代 (N=122)

30歳代 (N=182)

40歳代 (N=281)

50歳代 (N=227)

60歳代 (N=323)

70歳以上 (N=318)

21.3

41.8

38.1

33.5

44.3

50.0

77.9

57.7

61.6

65.6

52.3

45.3

0.8

0.5

0.4

0.9

3.4

4.7

知らない 無回答知っている

（単位：％）

(N=173)

夫婦のみ (N=358)

(N=751)

(N=87)

その他 (N=80)

単身世帯

（一人暮らし）

二世代家族

（親と子どもなど）

三世代家族

（祖父母と親と子どもなど）

39.3

42.5

41.3

36.8

27.5

57.8

53.9

57.4

63.2

68.8

2.9

3.6

1.3

3.8

知らない 無回答知っている

〔図表 5-1-2 「救急安心センターおおさか」の認知（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別の考察】 

年代別にみると、最も認知率が高くなっているのは『70 歳以上』で 50.0％。『30～60 歳代』では 3～4割

台の認知率があるが、『20 歳代』では 21.3％と最も低くなっている。（図表 5-1-2） 

 

 

〔図表 5-1-3 「救急安心センターおおさか」の認知（家族構成別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家族構成別の考察】 

家族構成別にみると、『夫婦のみ』『二世代家族（親と子どもなど）』で認知率が 4割強となっている。（図

表 5-1-3） 



（単位：％）

１年未満 (N=19)

１年～５年未満 (N=70)

５年～１０年未満 (N=79)

１０年～２０年未満 (N=192)

２０年～３０年未満 (N=220)

３０年以上 (N=872)

31.6

30.0

44.3

38.0

35.9

42.8

68.4

68.6

54.4

60.9

63.2

54.4

1.4

1.3

1.0

0.9

2.9

知らない 無回答知っている

〔図表 5-1-4 「救急安心センターおおさか」の認知（居住年数別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住年数別の考察】 

居住年数別にみると、『5～10 年未満』で認知率が 44.3％と高くなっているが、『1 年未満』『1 年～5 年

未満』では 3割前後と低くなっている。（図表 5-1-4） 

  



（単位：％）

①
どのような時に利用するのか、

わからなかった

②
どこの病院へいけばよいかわか

らない時

③
かかりつけ病院が休診等で受診

できない時

④
病院での受診が必要か判断でき

ない時

⑤
ケガや病気をしてどうすればよ

いかわからない時

⑥
救急車を利用していいのか迷う

時

⑦ その他

⑧ 無回答

(N=587)

8.2

39.0

28.4

30.8

33.2

46.2

1.9

7.2

0 10 20 30 40 50

（２）「救急安心センターおおさか」の利用方法の認知 

 

問２５－１．【「救急安心センターおおさか」認知者】「救急安心センターおおさか」は、どの

ような時に利用するか、このアンケートをお答えいただく以前から知っていましたか。

（○はいくつでも） 

 

〔図表 5-2 「救急安心センターおおさか」の利用方法の認知【複数回答】〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【全体の考察】 

「救急安心センターおおさか」の利用方法をたずねた。「⑥救急車を利用していいのか迷う

時」が46.2％で最も高く、次いで「②どこの病院へいけばよいかわからない時」が39.0％と

なっている。「①どのような時に利用するのか、わからなかった」という人は8.2％と1割に満

たない。（図表5-2） 

 

 

 

 

 

  



（単位：％）

①
どのような時に利用するのか、

わからなかった

②
どこの病院へいけばよいかわか

らない時

③
かかりつけ病院が休診等で受診

できない時

④
病院での受診が必要か判断でき

ない時

⑤
ケガや病気をしてどうすればよ

いかわからない時

⑥
救急車を利用していいのか迷う

時

⑦ その他

⑧ 無回答

10.0

42.0

29.7

21.9

33.3

44.3

0.5

8.2

7.1

37.3

27.5

36.2

33.2

47.1

2.7

6.5

0 10 20 30 40 50

男性(N=219)

女性(N=367)

〔図表 5-2-1 「救急安心センターおおさか」の利用方法の認知【複数回答】（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別の考察】 

性別にみると、男女とも「⑥救急車を利用していいのか迷う時」が 4割台で最も高く、次いで「②どこ

の病院へいけばよいかわからない時」が 4割前後となっている。 

「④病院での受診が必要か判断できない時」は男女差が大きく、『女性』は『男性』より 14.3 ポイント

高くなっている。（図表 5-2-1） 

 



（単位：％）

①
どのような時に利用するのか、

わからなかった

②
どこの病院へいけばよいかわか

らない時

③
かかりつけ病院が休診等で受診

できない時

④
病院での受診が必要か判断でき

ない時

⑤
ケガや病気をしてどうすればよ

いかわからない時

⑥
救急車を利用していいのか迷う

時

⑦ その他

⑧ 無回答

0.0

42.3

30.8

46.2

34.6

53.8

0.0

7.7

5.3

48.7

40.8

53.9

42.1

53.9

2.6

1.3

6.5

43.9

27.1

33.6

42.1

43.0

2.8

2.8

9.2

42.1

23.7

28.9

38.2

53.9

1.3

1.3

10.5

37.1

30.1

25.9

30.1

49.0

0.7

4.9

9.4

30.8

23.9

20.8

23.3

37.1

2.5

17.6

0 20 40 60

20歳代(N=26)

30歳代(N=76)

40歳代(N=107)

50歳代(N=76)

60歳代(N=143)

70歳以上(N=159)

〔図表 5-2-2 「救急安心センターおおさか」の利用方法の認知【複数回答】（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別の考察】 

年代別にみると、『30 歳代』は「②どこの病院へいけばよいかわからない時」が 48.7％、「③かかりつけ

病院が休診等で受診できない時」が 40.8％、「④病院での受診が必要か判断できない時」が 53.9％と他の

年代よりも高くなっている。『70 歳以上』は、全体的に低く、「⑧無回答」が 17.6％と高くなっている。

（図表 5-2-2） 

 

 

  



（単位：％）

①
東大阪市の広報紙（市政だより

等）を通じて

②
救急に関するポスター、パンフ

レット等を通じて

③
救命講習会や消防機関が開催す

るイベント等を通じて

④
インターネット等からの情報を

通じて

⑤ 新聞を通じて

⑥ テレビを通じて

⑦ ラジオを通じて

⑧ 家族、友人、知人を通じて

⑨ その他

⑩ 無回答

(N=587)

61.7

31.2

4.3

3.6

3.9

7.5

0.5

10.6

7.7

3.2

0 20 40 60 80

（３）「救急安心センターおおさか」の認知経路 

 

問２５－２．【「救急安心センターおおさか」認知者】「救急安心センターおおさか」は、何を

通じてお知りになりましたか。（○はいくつでも） 

 

〔図表 5-3 「救急安心センターおおさか」の認知経路【複数回答】〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【全体の考察】 

「救急安心センターおおさか」の認知経路をたずねた。「①東大阪市の広報紙（市政だより

等）を通じて」が61.7％で最も高く、以下「②救急に関するポスター、パンフレット等を通

じて」（31.2％）、「⑧家族、友人、知人を通じて」（10.6％）などの順となっている。（図表5-

3） 

 

 

 

 

 

  



（単位：％）

①
東大阪市の広報紙（市政だより

等）を通じて

②
救急に関するポスター、パンフ

レット等を通じて

③
救命講習会や消防機関が開催す

るイベント等を通じて

④
インターネット等からの情報を

通じて

⑤ 新聞を通じて

⑥ テレビを通じて

⑦ ラジオを通じて

⑧ 家族、友人、知人を通じて

⑨ その他

⑩ 無回答

67.1

28.3

5.5

3.7

4.6

7.3

0.0

11.0

7.8

3.2

58.6

33.0

3.5

3.5

3.5

7.6

0.8

10.1

7.4

3.3

0 20 40 60 80

男性(N=219)

女性(N=367)

〔図表 5-3-1 「救急安心センターおおさか」の認知経路【複数回答】（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別の考察】 

性別にみると、男女とも「①東大阪市の広報紙（市政だより等）を通じて」が高くなっているが、特に

『男性』は、『女性』より 8.5 ポイント高くなっている。（図表 5-3-1） 

 



（単位：％）

①
東大阪市の広報紙（市政だより

等）を通じて

②
救急に関するポスター、パンフ

レット等を通じて

③
救命講習会や消防機関が開催す

るイベント等を通じて

④
インターネット等からの情報を

通じて

⑤ 新聞を通じて

⑥ テレビを通じて

⑦ ラジオを通じて

⑧ 家族、友人、知人を通じて

⑨ その他

⑩ 無回答

26.9

34.6

7.7

11.5

0.0

7.7

0.0

23.1

15.4

0.0

38.2

46.1

3.9

11.8

1.3

3.9

0.0

19.7

14.5

0.0

53.3

25.2

2.8

4.7

0.9

7.5

0.0

13.1

11.2

0.0

69.7

39.5

1.3

2.6

3.9

11.8

1.3

3.9

3.9

2.6

72.7

32.9

2.8

0.7

3.5

7.7

1.4

7.0

4.2

2.8

70.4

22.0

7.5

0.6

8.2

6.9

0.0

8.8

5.7

8.2

0 20 40 60 80

20歳代(N=26)

30歳代(N=76)

40歳代(N=107)

50歳代(N=76)

60歳代(N=143)

70歳以上(N=159)

〔図表 5-3-2 「救急安心センターおおさか」の認知経路【複数回答】（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別の考察】 

年代別にみると、「①東大阪市の広報紙（市政だより等）を通じて」での認知は年代差が大きく、『50 歳

代』以上では 7割前後であるが、『40 歳代』は 53.3％、『30 歳代』は 38.2％、『20 歳代』は 26.9％となっ

ている。『20～40 歳代』は「⑧家族、友人、知人を通じて」の認知が『50 歳代』以上に比べ高くなってい

る。（図表 5-3-2） 

 

 



（単位：％）

全体 (N=587) 27.8 63.0 9.2

利用したことが

ない
無回答

利用したことが

ある

（単位：％）

①
どこの病院へ行けばよいかわか

らない時

②
かかりつけ病院が休診で受診で

きない時

③
病院での受診が必要か判断でき

ない時

④
ケガや病気をしてどうすればよ

いかわからない時

⑤
救急車を利用していいのか迷う

時

⑥ その他

(N=163)

49.1

35.6

33.7

24.5

24.5

3.1

0 20 40 60

（４）「救急安心センターおおさか」の利用経験と利用場面 

 

問２５－３．【「救急安心センターおおさか」認知者】「救急安心センターおおさか」の利用に

ついてお聞きします。どのような時に利用しましたか。（○はいくつでも） 

 

〔図表 5-4 「救急安心センターおおさか」の利用経験と利用場面【複数回答】〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【全体の考察】 

「救急安心センターおおさか」の利用経験と利用場面をたずねた。利用経験率は27.8％で

あった。 

利用場面は、「①どこの病院へ行けばよいかわからない時」が49.1％で最も高く、利用方法

の認知で最も多かった「⑤救急車を利用していいのか迷う時」は同率の「④ケガや病気をし

てどうすればよいかわからない時」とともに24.5％と最も低くなっている。（図表5-4） 

 

 

 

 

 



（単位：％）

男性 (N=219)

女性 (N=367)

25.1

29.2

63.0

63.2

11.9

7.6

利用したことが

ない
無回答

利用したことが

ある

（単位：％）

①
どこの病院へ行けばよいかわか

らない時

②
かかりつけ病院が休診で受診で

きない時

③
病院での受診が必要か判断でき

ない時

④
ケガや病気をしてどうすればよ

いかわからない時

⑤
救急車を利用していいのか迷う

時

⑥ その他

50.9

29.1

23.6

25.5

32.7

3.6

48.6

38.3

39.3

24.3

20.6

2.8

0 20 40 60

男性(N=55)

女性(N=107)

〔図表 5-4-1 「救急安心センターおおさか」の利用経験と利用場面【複数回答】（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別の考察】 

性別にみると、利用経験は、『男性』が 25.1％、『女性』が 29.2％で、『女性』の方が 4.1 ポイント高く

なっている。 

利用場面は、男女とも「①どこの病院へ行けばよいかわからない時」が最も高く 5割前後となっている。

『女性』は『男性』に比べ「②かかりつけ病院が休診で受診できない時」が 9.1 ポイント、「③病院での

受診が必要か判断できない時」が 15.7 ポイント高く、『男性』は『女性』に比べ「⑤救急車を利用してい

いのか迷う時」が 12.1 ポイント高くなっている。（図表 5-4-1） 

 



（単位：％）

①
どこの病院へ行けばよいかわか

らない時

②
かかりつけ病院が休診で受診で

きない時

③
病院での受診が必要か判断でき

ない時

④
ケガや病気をしてどうすればよ

いかわからない時

⑤
救急車を利用していいのか迷う

時

⑥ その他

50.0

10.0

50.0

20.0

30.0

0.0

45.9

35.1

67.6

32.4

24.3

0.0

62.5

32.5

25.0

17.5

10.0

2.5

53.3

40.0

26.7

13.3

20.0

0.0

44.4

37.0

33.3

25.9

33.3

0.0

38.2

44.1

5.9

29.4

35.3

11.8

0 20 40 60 80

20歳代(N=10)

30歳代(N=37)

40歳代(N=40)

50歳代(N=15)

60歳代(N=27)

70歳以上(N=34)

（単位：％）

20歳代 (N=26)

30歳代 (N=76)

40歳代 (N=107)

50歳代 (N=76)

60歳代 (N=143)

70歳以上 (N=159)

38.5

48.7

37.4

19.7

18.9

21.4

61.5

47.4

60.7

72.4

73.4

58.5

3.9

1.9

7.9

7.7

20.1

利用したことが

ない
無回答

利用したことが

ある

〔図表 5-4-2 「救急安心センターおおさか」の利用経験と利用場面【複数回答】（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別の考察】 

年代別にみると、利用率は『30 歳代』が 48.7％で最も高くなっている。次いで、『20 歳代』と『40 歳

代』が 4割弱である。『50 歳代』以上では利用率は 2割前後と低い。 

利用場面をみると、利用率の高い『30 歳代』では、「③病院での受診が必要か判断できない時」が 67.6％

で最も高くなっている。（図表 5-4-2） 

 

  



（単位：％）

(N=68)

夫婦のみ (N=152)

(N=310)

(N=32)

その他 (N=22)

単身世帯

（一人暮らし）

二世代家族

（親と子どもなど）

三世代家族

（祖父母と親と子どもなど）

14.7

23.7

32.9

28.1

27.3

69.1

64.5

61.3

65.6

54.5

16.2

11.8

5.8

6.3

18.2

利用したことが

ない
無回答

利用したことが

ある

（単位：％）

①
どこの病院へ行けばよいかわか

らない時

②
かかりつけ病院が休診で受診で

きない時

③
病院での受診が必要か判断でき

ない時

④
ケガや病気をしてどうすればよ

いかわからない時

⑤
救急車を利用していいのか迷う

時

⑥ その他

10.0

60.0

0.0

40.0

40.0

10.0

52.8

44.4

13.9

22.2

33.3

0.0

47.1

29.4

45.1

23.5

19.6

2.9

100.0

55.6

44.4

22.2

33.3

0.0

50.0

16.7

0.0

33.3

16.7

16.7

0 25 50 75 100

単身世帯（一人暮らし）

(N=10)

夫婦のみ(N=36)

二世代家族

（親と子どもなど）(N=102)

三世代家族

（祖父母と親と子どもなど）
(N=9)

その他(N=6)

〔図表 5-4-3 「救急安心センターおおさか」の利用経験と利用場面【複数回答】（家族構成別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家族構成別の考察】 

家族構成別にみると、『二世代家族（親と子どもなど）』が 32.9％で最も利用率が高くなっている。『単

身世帯（一人暮らし）』の利用率は 14.7％と低い。 

利用場面は、『二世代家族（親と子どもなど）』では「①どこの病院へ行けばよいかわからない時」（47.1％）

と「③病院での受診が必要か判断できない時」（45.1％）が僅差で上位となっている。（図表 5-4-3） 

  



（単位：％）

Ａ地域 (N=71)

Ｂ地域 (N=79)

Ｃ地域 (N=68)

Ｄ地域 (N=116)

Ｅ地域 (N=40)

Ｆ地域 (N=119)

Ｇ地域 (N=94)

25.3

19.0

25.0

32.7

37.5

30.2

25.5

66.2

67.1

67.6

59.5

50.0

62.2

64.9

8.5

13.9

7.4

7.8

12.5

7.6

9.6

利用したことが

ない
無回答

利用したことが

ある

（単位：％）

①
どこの病院へ行けばよいかわか

らない時

②
かかりつけ病院が休診で受診で

きない時

③
病院での受診が必要か判断でき

ない時

④
ケガや病気をしてどうすればよ

いかわからない時

⑤
救急車を利用していいのか迷う

時

⑥ その他

44.4

50.0

27.8

27.8

44.4

0.0

60.0

33.3

20.0

26.7

13.3

6.7

29.4

47.1

23.5

23.5

11.8

5.9

47.4

34.2

36.8

21.1

26.3

2.6

73.3

33.3

40.0

6.7

13.3

0.0

50.0

36.1

33.3

22.2

19.4

5.6

45.8

20.8

45.8

41.7

37.5

0.0

0 20 40 60 80

Ａ地域(N=18)

Ｂ地域(N=15)

Ｃ地域(N=17)

Ｄ地域(N=38)

Ｅ地域(N=15)

Ｆ地域(N=36)

Ｇ地域(N=24)

〔図表 5-4-4 「救急安心センターおおさか」の利用経験と利用場面【複数回答】（居住地域別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別の考察】 

居住地域別にみると、利用率は『Ｅ地域』で 37.5％、『Ｄ地域』で 32.7％、『Ｆ地域』で 30.2％と高く

なっている。 

利用場面は、利用率の高い『Ｅ地域』で「①どこの病院へ行けばよいかわからない時」が 73.3％と高く

なっているが、サンプル数が少ないため参考値とする。（図表 5-4-4） 



（単位：％）

①
１１９番通報し救急車を呼んで

いた

②
病院を調べて自分で病院へ行っ

ていた

③ 病院へは行かずに様子をみた

④
家族、友人、知人に助けを求め

た

⑤ どうしていたかわからない

⑥ その他

⑦ 無回答

(N=163)

33.1

49.7

9.2

22.1

3.1

5.5

6.1

0 20 40 60

（５）「救急安心センターおおさか」がなかったときの対応 

 

問２５－４．【「救急安心センターおおさか」利用経験者】「救急安心センターおおさか」がな

かったら、そのときどうしていたと思いますか。（○はいくつでも） 

 

〔図表 5-5 「救急安心センターおおさか」がなかったときの対応【複数回答】〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【全体の考察】 

「救急安心センターおおさか」がなかったときの対応をたずねた。「②病院を調べて自分で

病院へ行っていた」が49.7％で最も高く、以下「①１１９番通報し救急車を呼んでいた」

（33.1％）、「④家族、友人、知人に助けを求めた」（22.1％）などの順となっている。 

（図表5-5） 

 

 

 

 

 

  



（単位：％）

①
１１９番通報し救急車を呼んで

いた

②
病院を調べて自分で病院へ行っ

ていた

③ 病院へは行かずに様子をみた

④
家族、友人、知人に助けを求め

た

⑤ どうしていたかわからない

⑥ その他

⑦ 無回答

43.6

45.5

10.9

18.2

1.8

3.6

7.3

28.0

51.4

8.4

23.4

3.7

6.5

5.6

0 20 40 60

男性(N=55)

女性(N=107)

〔図表 5-5-1 「救急安心センターおおさか」がなかったときの対応【複数回答】（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別の考察】 

性別にみると、男女とも「②病院を調べて自分で病院へ行っていた」が 5割前後で最も高くなっている。

『男性』は「①１１９番通報し救急車を呼んでいた」も僅差であがっており、『女性』より 15.6 ポイント

も高くなっている。（図表 5-5-1） 

 



（単位：％）

①
１１９番通報し救急車を呼んで

いた

②
病院を調べて自分で病院へ行っ

ていた

③ 病院へは行かずに様子をみた

④
家族、友人、知人に助けを求め

た

⑤ どうしていたかわからない

⑥ その他

⑦ 無回答

20.0

60.0

20.0

50.0

0.0

10.0

0.0

13.5

64.9

13.5

27.0

2.7

8.1

2.7

17.5

70.0

5.0

15.0

10.0

5.0

2.5

53.3

40.0

0.0

0.0

0.0

0.0

13.3

44.4

51.9

3.7

18.5

0.0

3.7

11.1

58.8

8.8

14.7

29.4

0.0

5.9

8.8

0 20 40 60 80

20歳代(N=10)

30歳代(N=37)

40歳代(N=40)

50歳代(N=15)

60歳代(N=27)

70歳以上(N=34)

〔図表 5-5-2 「救急安心センターおおさか」がなかったときの対応【複数回答】（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別の考察】 

年代別にみると、『40 歳代』以下は「②病院を調べて自分で病院へ行っていた」が 6割以上と高く、「①

１１９番通報し救急車を呼んでいた」は 2割以下と少ない。逆に、『50 歳代』以上では、「①１１９番通報

し救急車を呼んでいた」が 4割以上と高くなっている。『20 歳代』では、「④家族、友人、知人に助けを求

めた」も 50.0％と高くなっているが、サンプル数が少ないため参考値とする。（図表 5-5-2） 

 

  


